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2023年度 地域プロジェクトⅠ・Ⅱ

担当：全学共通教育センター教授 久保はるか



授業「地域プロジェクト」の位置づけ
～実践形式の学習方法～

• 甲南大学地域連携センターでは、実社会での問題発見・解決型の取り
組みを通じて、地域に根差した学び〔CBL（Community Based Learning，

コミュニティ・ベースド・ラーニング）〕を習得することに力を入れて取り組
んでいます。

• 「問題発見・解決型学習」（Problem-Based Learning）とは、少人数グルー

プによるグループ討議、活動記録の作成、自己学習、成果報告など、統
合的・創造的な学習に主眼を置いている実践形式の学習方法です。



授業「地域プロジェクト」の目的
科目における到達目標

• 地域課題について具体的に学び，対象とする地域でのフィールド調査
を行って，解決策を提案し，最終的には，その成果を関係者に対してプ
レゼンテーションし，地域へ提言することを目標とします。

• 以上を通じ，現実社会で起きている問題を正確に捉え，そのために必
要な解決策を自ら考え，具体的なデータをもとに，説得力のある解決策
を提案（プレゼン）することができる能力を養います。さらに，他者との協
働作業やディスカッションを通じて，コラボレーションスキルやコミュニ
ケーションスキルも養い，社会で通用する能力を身につけることも目標と
します。



ぼうさい授業 とは

• 東京海上日動火災保険㈱、神戸市との連携

• 学生の学び、企画

• 魚崎中学校にて「ぼうさい授業」を実施

①災害支援、防災の活動について、授業計画の立て方について、基礎知識を自ら学びます。

②中学2年生向けの授業計画を立てます。

③神戸市危機管理室等、関係機関にヒアリング調査をします。

④東京海上日動火災保険㈱や神戸市、魚崎中学校関係者にプレゼンテーションします。

⑤中学生にぼうさい授業を企画・運営します。

⑥活動を振り返り、今後の学びにつなげます。





ぼうさい授業
過去の実績

• 2018年度 ぼうさいの授業

• 住吉中学校：避難経路や土砂災害警戒区域
のハザードマップの作成

• 魚崎中学校：非常持ち出し袋の中身を考える
グループワークや、土砂災害や高潮の解説、
防災マップの作成

• 2019年度 ぼうさいの授業⇒中止・・

• 魚崎中学校（ただし、新型コロナウィルス対応
のため、授業の実施は見送り）

• 災害弱者（お年寄り、子ども、外国人）との避
難、避難時の共助について考える



コロナ禍でのぼうさい授業
2020年度・2021年度

2020年度

魚崎中学校

備えの行動に移すための“想像力”を働か
せる「ぼうさい授業」：トロッコアドベン
チャーとすごろくゲームで楽しみながら学
ぶ

※中学校の放送室からオンラインで実
施！

東京海上日動火災保険㈱×神戸市×甲
南大学～次の世代へと繋ぐ「ぼうさい授
業」～ | 甲南大学地域連携センター
(konan-u.ac.jp)

2021年度

魚崎中学校

「一人の犠牲者も出さないために」：自助につ
いて学ぶ「魚崎中学校オリジナル防災ハンド
ブックと地図ワーク」、共助について学ぶ「要
配慮者への支援を考える避難所体験ワーク」

※中学校多目的ホールからオンライン＆教室
でのグループワークのハイブリッド方式！

甲南大学×東京海上日動火災保険㈱×神戸
市「『ぼうさい授業』～一人の犠牲者も出さない
ために～」 | 甲南大学地域連携センター
(konan-u.ac.jp)

https://www.konan-u.ac.jp/korec/news/report/%e6%9d%b1%e4%ba%ac%e6%b5%b7%e4%b8%8a%e6%97%a5%e5%8b%95%e7%81%ab%e7%81%bd%e4%bf%9d%e9%99%ba%e3%88%b1x%e7%a5%9e%e6%88%b8%e5%b8%82x%e7%94%b2%e5%8d%97%e5%a4%a7%e5%ad%a6%ef%bd%9e%e6%ac%a1
https://www.konan-u.ac.jp/korec/news/report/%e6%9d%b1%e4%ba%ac%e6%b5%b7%e4%b8%8a%e6%97%a5%e5%8b%95%e7%81%ab%e7%81%bd%e4%bf%9d%e9%99%ba%e3%88%b1x%e7%a5%9e%e6%88%b8%e5%b8%82x%e7%94%b2%e5%8d%97%e5%a4%a7%e5%ad%a6%ef%bd%9e%e6%ac%a1
https://www.konan-u.ac.jp/korec/news/report/%e6%9d%b1%e4%ba%ac%e6%b5%b7%e4%b8%8a%e6%97%a5%e5%8b%95%e7%81%ab%e7%81%bd%e4%bf%9d%e9%99%ba%e3%88%b1x%e7%a5%9e%e6%88%b8%e5%b8%82x%e7%94%b2%e5%8d%97%e5%a4%a7%e5%ad%a6%ef%bd%9e%e6%ac%a1
https://www.konan-u.ac.jp/korec/news/report/%E7%94%B2%E5%8D%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6x%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E6%B5%B7%E4%B8%8A%E6%97%A5%E5%8B%95%E7%81%AB%E7%81%BD%E4%BF%9D%E9%99%BA%E3%88%B1x%E7%A5%9E%E6%88%B8%E5%B8%82%E3%80%8C%E3%80%8E
https://www.konan-u.ac.jp/korec/news/report/%E7%94%B2%E5%8D%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6x%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E6%B5%B7%E4%B8%8A%E6%97%A5%E5%8B%95%E7%81%AB%E7%81%BD%E4%BF%9D%E9%99%BA%E3%88%B1x%E7%A5%9E%E6%88%B8%E5%B8%82%E3%80%8C%E3%80%8E
https://www.konan-u.ac.jp/korec/news/report/%E7%94%B2%E5%8D%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6x%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E6%B5%B7%E4%B8%8A%E6%97%A5%E5%8B%95%E7%81%AB%E7%81%BD%E4%BF%9D%E9%99%BA%E3%88%B1x%E7%A5%9E%E6%88%B8%E5%B8%82%E3%80%8C%E3%80%8E


2022年度
大学で対面での実施

• 地域防災訓練への参加
• 「ぼうさい授業」受講生が地域防災訓練に参加、甲南大学の防災対策を紹介しました | 
甲南大学地域連携センター (konan-u.ac.jp)

• 魚崎中学校 中学生への「ぼうさい授業」

• 「～災害時に落ち着いて判断・行動できるようになろう～」：ストーリー仕立て＆体験型

①魚崎中学校オリジナルハザードマップを作る ②避難所生活を体験する ③マイ防災
バッグを創る

• 甲南大学 142教室にて実施： 中学生の大学体験も兼ねて

• 甲南大学×東京海上日動火災保険（株）×神戸市「『ぼうさい授業』～災害時に落ち着
いて判断・行動できるようになろう～」 | 甲南大学地域連携センター (konan-u.ac.jp)

https://www.konan-u.ac.jp/korec/news/report/%e3%80%8c%e3%81%bc%e3%81%86%e3%81%95%e3%81%84%e6%8e%88%e6%a5%ad%e3%80%8d%e5%8f%97%e8%ac%9b%e7%94%9f%e3%81%8c%e5%9c%b0%e5%9f%9f%e9%98%b2%e7%81%bd%e8%a8%93%e7%b7%b4%e3%81%ab%e5%8f%82%e5%8a%a0%e3%80%81
https://www.konan-u.ac.jp/korec/news/report/%e7%94%b2%e5%8d%97%e5%a4%a7%e5%ad%a6x%e6%9d%b1%e4%ba%ac%e6%b5%b7%e4%b8%8a%e6%97%a5%e5%8b%95%e7%81%ab%e7%81%bd%e4%bf%9d%e9%99%ba%ef%bc%88%e6%a0%aa%ef%bc%89x%e7%a5%9e%e6%88%b8%e5%b8%82
https://www.konan-u.ac.jp/korec/news/report/%e7%94%b2%e5%8d%97%e5%a4%a7%e5%ad%a6x%e6%9d%b1%e4%ba%ac%e6%b5%b7%e4%b8%8a%e6%97%a5%e5%8b%95%e7%81%ab%e7%81%bd%e4%bf%9d%e9%99%ba%ef%bc%88%e6%a0%aa%ef%bc%89x%e7%a5%9e%e6%88%b8%e5%b8%82


今年度 活動内容

• テーマ： 「災害時に適切な行動がとれるよう、知識を身に付けよう」（魚崎中学校二年）

• 頻度：基本的に、後期 週1回90分程度のゼミ活動、課題あり

• ゼミの実施：後期 水曜 ５限（相談に応じますが調整が必要）、岡本キャンパスにて

• 活動期間：６月末～２月中旬。２月20日ないし19日に「ぼうさいの授業」実施

• ６月下旬～7月中：お昼休み時間に、オリエンテーション、事前学習

• ７月初旬：日程調整の上、東京海上日動火災保険（株）によるレクチャー

• 9月下旬～11月（夏休み期間をのぞく）：学習、調査、授業の企画立案、中間報告

• 9月下旬：神戸市によるレクチャー

• 11月の日曜日：地域防災訓練への参加 （予定）

• 11月下旬：中間報告

• 12月～2月：授業の企画、本番に向けての準備（試験期間および大学入試期間を除く）



スケジュールの具体的イメージ（2022年度の場合）

７月4～6日 オリエンテーション、事前学習課題の説明

後期授業期間
（月曜5限）

授業の開始。
毎週、ゼミ室で防災についての学習、「ぼうさい授業」のコンテンツの検討、授業内容の企画立案。
そのうち
10月17日 東京海上日動火災保険㈱より、「ぼうさい授業」についてレクチャー
10月24日 神戸市危機管理室より、神戸市の防災対策について、レクチャー
10月31日 甲南大学管財部より、甲南大学の防災の取り組みについてレクチャー
11月13日(日) 地域防災訓練への参加
日程調整して、魚崎町の街歩き
12月12日 中間報告（東京海上日動、神戸市）：企画案について中間報告、アドバイスをいただく

2月7日～週に1回
（10～16時）

3月～本番まで、週
に2回（10～16時）

授業スライドの作成、プレゼン準備
授業の通し練習：内容と手順の確認、修正。話し方などプレゼンの相互チェック。
授業配布資料の作成と確認。
そのうち、
2月27日 授業企画について最終報告（東京海上、神戸市）
2月28日 魚崎中学校での最終報告
3月14日 リハーサル
3月15日 授業本番！授業は9:30～12:15



２０２１年度参加者の声 抜粋
【ぼうさい授業で得られたこと、今後活かせること】

• 今回ぼうさい授業に参加して得られた一番の学び
は、挑戦してみることの大切さでした。自分のした
いことがなかなか見つからず悩んでいるところです
が、こうして色々なことに足を踏み入れ、挑戦する
ことで新たな気づきや学びを得ることができ、自分
自身の中での視野が広がるのだと学びました。

• 防災に関する知識をより一層高めることができまし
た。この活動で得た知識は、自分の私生活におい
て非常に役立つと思います。

• さまざまな学外組織と協力することによって、授業
をブラッシュアップしていくことが出来ました。自分
の頭で考えるのも大切ですが、多くの人からアドバ
イスをもらってアイディアをブラッシュアップさせ、
自分自身も成長していきたいと思います。

• 誰かに何かを伝えたり教えたりするということは、自分はそ
の人に与える情報の何倍もの知識を身につけている必要
があるということ。グループで行う活動は助け合いがとても
大切である、ということ。グループでの一つのことを成し遂
げることの大変さや、成し遂げた時の達成感をとても感じ
ることができました。

• 分かりやすく教えるために、授業当日に使うスライドの文
字やイラストを先生や他のメンバーからアドバイスもらいな
がら、分かりやすく表現することや、当日はゆっくり、はき
はきと分かりやすく伝わるように授業することに何回か工
夫を入れて試行錯誤しました。

• 自分自身のぼうさい知識だけでなく、それをわかりやすく
伝えるといった継承させるための力を得ることができた。



２０２１年度参加者の声 抜粋
【自分で頑張ったこと、創意工夫や試行錯誤したこと】

• ワークシートを作成するにあたって、要配慮者の
実際の避難所での体験などを沢山調べました。ま
たそれに加え、先生として間違ったことを教えるわ
けにはいかないと、情報を集めるときはできる限り
信頼度の高い情報を選んだり、一つの情報だけ
でなくいくつもの情報を見比べるようにしました。

• 防災ハンドブックの作成を頑張りました。文書を書
くこととは全く違います。どうすれば見やすくなる
か、分かりやすくなるか、字の大きさは適切か、配
色はどうかなど、様々なことを考えながら作成しま
した。もちろん、他のメンバーにも協力していただ
きすごく良いハンドブックが完成したと思います。

• 頑張ったことは積極的にアイデアや意見を共有したこと
だ。ぼうさい授業は、一人一人が積極的にアイデアを出
していかないと進まないプロジェクトだと感じた。そのた
め、このグループワーク内で足りない役割は何なのかを
常に観察しながら、アイデアを共有することができた。そ
ういった点で自己成長に繋がるワークだった。

• 授業する際に工夫したことがあります。中学生が聞きや
すいように、ゆっくりとはきはき喋り、難しい用語は使用
せずに、自分が中学生だったらどういった教え方をして
くれると嬉しいかを考えながら授業を行いました。

• 授業当日に使うスライドの文字やイラストを先生や他のメ
ンバーからアドバイスもらいながら、分かりやすく表現す
ることや、当日はゆっくり、はきはきと分かりやすく伝わる
ように授業することに何回か工夫を入れて試行錯誤しま
した。



第1回 オリエンテーションについて

• 日時：2023年６月20日（火）、21日（水）、22日（木）、23日（金）いずれかの
昼休みに実施します。応募の際に、どうしても参加できない曜日があれ
ば記入してください。

• 実施方法：基本対面／ZOOMとの併用も可能

• 応募者多数の際の当否、オリエンテーションの日程・場所について、メー
ル（応募の際に記入したメールアドレス）で連絡するので、必ずメールの
確認をするようにしてください。

• 内容：自己紹介、今後の進め方、事前学習の参考資料の案内など



履修上の注意（１）
履修登録と単位取得

• 本プロジェクトは、みなさんの挑戦や実績を「可視化（見える化）」する一環とし
て、各プロジェクトの参加実績をもとに、キャリア創生共通科目「地域プロジェク
トⅠ・Ⅱ」（旧名「地域を知るⅠ・Ⅱ」）として履修登録をします。履修手続きは地
域連携センターが行います。

• 本プロジェクトは、活動期間が2024年3月までなので、履修登録手続きは翌年
度の2024年度の9月に、成績登録は2025年3月に行います。4年生については、
特別措置として今年度の履修登録を可能としますので、申し出てください。

• キャリア創生共通科目は、卒業単位としての取り扱いが各学部学科で異なりま
す。必ず、履修要項を確認するようにしてください。



履修上の注意（２）

• プロジェクトに応募する際には、下記のプロジェクトの内容や参加条件を十分に
理解してください。

• 原則として、各プロジェクトにおけるすべての取り組みに、最後まで参加できる
こと。

• 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、対面での授業に加えて、
zoom等を使ったリアルタイムのオンラインミーティングも併せて実施する可能性
があります。そのため、原則として、自宅で自由に使えるパソコン機器や安定し
たインターネット環境を準備してください。

• 授業期間中の休日にフィールドワークが実施される場合があります。

• 交通費などの自己負担が発生する場合があります。ただし、費用の一部が大学
から補助されることもあります。



問い合わせ先

• ◎担当教員：久保はるか（全学共通教育センター教授）

• eメール：kubosh@konan-u.ac.jp

• ◎事務室：地域連携センター（KOREC）（担当：臼井）

• 12号館1階（法科大学院棟）

• 電話：078-435-2276

• eメール：korec@ml.konan-u.ac.jp 
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